
会社回答： 
ワンマン運転は輸送量の閑散な線区において、ご利用状況や列車の編成両数等を

勘案し実施している。 
なお、沿岸線区における津波注意区間を担当する乗務員区所においては、防災業

務実施計画に基づき津波対応マニュアルを整備し必要な教育・訓練を行っている。 

 会社の回答からは、東日本大震災の教訓について認識が合わないばかりか、社

員が自らの命を守ることを徹底的に追求しているとは感じ取れませんでした。 

さらに、ワンマン運転の基準においても、防災の視点はワンマン運転と分離す

る考えを示しています。命を守ることよりも「ご利用状況と効率性を見て決める」

というワンマン運転であることは明らかです！ 
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